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本
誌
別
掲
の
通
り
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
一
年
を
迎
え
た
三
月
十
一
日
、
Ｒ
Ｎ
Ｎ
（
人

道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
主
催
に
よ
る
大
震
災
の
慰
霊
祭
が
、
神
道
山
の
日

拝
所
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
参
列
し
た
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅

波
茂
理
事
長
が
後
日
、
毎
日
新
聞
に
寄
稿
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
以
下
に
転
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
部
）

　
ゆ
め
わ
ら
わ

「
夢
童
」

　
３
月
Ｈ
日
。
人
道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
Ｒ
Ｎ
Ｎ
）
主
催
の
東
日
本
大
震

災
被
災
者
の
合
同
慰
雪
祭
が
黒
任
放
の
本
部

の
あ
る
神
遊
山
で
実
施
さ
れ
、
多
宗
教
の
宗

牧
者
の
方
々
と
と
も
に
慰
霊
と
復
興
を
祈
っ

た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
「
教
え
る
命
が
あ
れ
ば
ど

こ
へ
で
も
」
の
ス
ワ
・
Ｉ
Ｉ
ガ
ン
の
も
と
に
岩
手

県
の
釜
石
市
や
大
槌
町
、
宮
城
県
の
仙
台
市

や
南
三
陸
町
な
ど
で
緊
急
救
援
医
療
活
動
を

太
絹
し
た
。
そ
れ
で
も
已
く
な
ら
れ
た
成
敗

者
の
方
々
に
対
し
て
は
慰
霊
し
か
な
い
。
緊

急
救
援
医
療
活
動
に
は
Ｒ
Ｎ
Ｎ
会
員
の
宗
教

家
の
方
々
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
調
整
員
と
し
て
被

災
地
で
の
活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

多
く
の
寺
院
が
被
災
し
て
い
た
中
で
、
被
災

地
の
宗
教
家
や
被
災
者
の
方
々
か
ら
喜
ば
れ

た
の
は
、
遺
体
安
置
所
や
お
寺
に
お
け
る
読

経
だ
っ
た
。
宗
牧
者
の
方
々
は
袈
裟
を
持
参

さ
れ
て
お
り
、
乞
わ
れ
る
と
読
経
さ
れ
た
。

我
が
国
の
災
害
被
災
地
に
お
け
る
医
療
と
宗

教
の
連
携
の
最
初
の
事
例
だ
っ
た
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｎ
の
歴
史
と
活
動
を
紹
介
し
た
い
。

　
１
９
９
４
年
に
岡
山
国
際
貢
献
を
推
進
す

る
会
が
結
成
さ
れ
「
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ

Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
。
そ
の
テ
ー
マ

に
、
医
療
・
教
育
・
環
境
に
加
え
、
「
宗
教
」

を
据
え
る
。
当
初
の
事
務
局
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス

タ
ッ
フ
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
に
集
う
宗
教
者
に
よ
り
「
祈
り

に
基
づ
く
行
動
と
行
動
を
伴
う
祈
り
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
１
９
９
６
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｎ
：
人

道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま

れ
、
9
6
年
以
来
毎
月
定
例
会
議
を
開
い
て
い

る
。
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ

ム
教
な
ど
1
2
団
体
が
参
加
。
Ｒ
Ｎ
Ｎ
事
務
局

で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
緊
急
救
援
活
動
開
始
す
る

速
報
を
、
各
参
加
団
体
に
転
送
し
募
金
を
集

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
一
貫

し
て
事
務
局
と
し
て
お
世
話
役
に
徹
し
て
お

ら
れ
る
黒
任
放
本
部
と
の
ご
縁
は
、
3
0
年
前

に
第
六
代
教
主
の
黒
任
宗
晴
氏
に
岡
山
の
伝

統
や
精
神
文
化
な
ど
ご
教
示
い
た
だ
い
た
こ

と
に
さ
か
の
ぼ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
被
災
地
復
興
支
援
３
ヵ
年
計

画
も
２
年
目
に
入
っ
た
。
主
な
３
項
目
を
紹

介
し
た
い
。
最
初
は
医
療
機
関
支
援
で
あ
る
。

公
ぐ
志
津
川
病
院
に
は
、
足
り
な
い
看
護
師
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１
毎
日
新
聞
三
月
二
十
二
日
付
よ
り

几
、
瓢
リ
ベ
リ
当
才
の
方
々
か
ら
喜
ぱ
れ
た
の

Ｊ
　
酋
ぞ
く
壇
工
　
匹
は
、
遺
体
安
置
所
や
お
寺
に

／
ｌ
″
．
ｒ
。
へ
。
お
け
る
読
経
だ
っ
た
。
宗
教

　
　
　
　
　
　
荒
波
茂
　
者
の
方
々
は
胱
罫
持
参
さ

　
３
月
Ｈ
日
。
人
遊
援
助
宗
れ
て
お
り
、
乞
わ
れ
る
と
説

教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
さ
れ
た
。
我
が
国
の
災
害

　
（
Ｒ
Ｎ
Ｎ
）
主
催
の
東
日
本
被
災
地
に
お
け
る
医
療
と
宗

大
震
災
被
災
者
の
合
同
慰
教
の
連
携
の
最
初
の
事
例
だ

霊
祭
が
黒
住
教
の
本
部
の
っ
た
。

あ
る
神
遊
山
で
実
施
さ
れ
、
Ｒ
Ｎ
Ｎ
の
歴
史
と
活
動
を

多
宗
教
の
宗
教
者
の
方
々
紹
介
し
た
い
。

と
と
も
に
慰
霊
と
復
興
を
　
１
９
９
４
年
に
岡
山
国
際

祈
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
「
救
貢
献
を
推
進
す
る
会
が
結
成

え
る
命
が
あ
れ
ば
ど
こ
へ
さ
れ
「
お
か
や
ま
国
際
貢
献

で
も
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
。

と
に
岩
手
県
の
釜
石
市
や
そ
の
テ
ー
マ
に
、
医
療
・
教

大
槌
町
、
宮
城
県
の
仙
台
育
・
環
境
に
加
え
、
「
宗
教
」

市
や
南
三
陸
町
な
ど
で
緊
急
を
据
え
る
。
当
初
の
事
務
局

救
援
医
療
活
動
を
実
施
し
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
か
担

た
。
そ
れ
で
も
亡
く
な
ら
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
Ｎ

れ
た
被
災
者
の
方
々
に
対
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
に
集
う
宗
教

し
て
は
慰
霊
し
か
な
い
。
緊
者
に
よ
り
「
祈
り
に
基
づ
く

魚
救
援
医
療
活
動
に
は
Ｒ
Ｎ
行
動
と
行
動
を
伴
う
祈
り
」

Ｎ
会
員
の
宗
教
家
の
方
々
が
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
１
９
９
６

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
調
整
員
と
し
て
年
、
Ｒ
Ｎ
Ｎ
：
人
道
援
助
宗

被
災
地
で
の
活
動
に
参
加
し
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

て
く
だ
さ
っ
た
。
多
く
の
寺
生
ま
れ
、
9
6
年
以
来
毎
月
定

院
が
被
災
し
て
い
た
中
で
、
例
会
議
を
開
い
て
い
る
。
神

被
災
地
の
宗
教
家
や
被
災
者
遊
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、

東日本大震災から１年
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
1
2

団
体
が
参
加
。
Ｒ
Ｎ

Ｎ
事
務
局
で
は
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
が
緊
急
救
援
活

動
開
始
す
る
速
報

を
、
各
参
加
団
体
に

転
送
し
募
金
を
集
め

て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
一

貫
し
て
事
務
局
と
し

て
お
世
話
役
に
徽
し

て
お
ら
れ
る
黒
住
教

本
部
と
の
ご
縁
は
、

3
0
年
前
に
第
六
代
教

主
の
黒
住
宗
晴
氏
に

岡
山
の
伝
統
や
精
神

文
化
な
ど
ご
教
示
い

た
だ
い
た
こ
と
に
さ

か
の
ぼ
る
。

灸
院
と
集
会
所
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
奨
学
金
で
あ

で
構
成
。
被
災
地
る
。
２
０
１
２
年
３
月
に
は

の
人
た
ち
の
交
流
最
初
の
卒
業
生
が
巣
立
つ
。

と
被
災
池
支
援
の
彼
ら
の
そ
の
後
を
モ
ニ
タ
ー

的
確
な
ニ
ー
ズ
発
し
た
い
。

掘
と
迅
濡
な
支
援
　
医
療
と
宗
教
の
連
携
は
特

Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生
会

・
ｍ
大
槌
の
メ
ン
バ

ー
が
活
躍
し
て
い

る
。
被
災
地
間
交

流
や
相
互
扶
助
も

大
き
な
目
標
で
あ

別
な
意
味
が
あ
る
。
東
日
本

犬
蕨
災
の
津
波
被
害
は
広
範

囲
に
わ
た
っ
た
。
指
定
さ
れ

て
い
る
避
難
所
に
は
医
療
チ

ー
ム
や
救
援
物
賢
が
届
い
た

も
の
の
、
3
0
人
か
ら
5
0
人
程

の
小
規
模
な
寺
院
な
ど
の
行

政
指
定
で
な
い
避
難
所
に
は

医
療
チ
ー
ム
も
救
援
物
癩
も

届
か
な
い
ケ
ー
ス
が
多
々
あ

る
。
３
月
４
日
に
っ
た
。
餓
死
者
も
出
た
の
で

は
大
槌
町
か
ら
5
3
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い

医
療
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
。
気
人
が
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
な
ど
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
し
て
積
極

支

援Ａ３Ｍ

力Ｄ

年Ａ
計の

国枝
も災
２地

年復
目興

看仙
護沼

師の
の猪

就苗
職代

紹病
介院

とに
医は

病を

院使
やっ

商て
店気
街仙

を沼
訪の
ね渚
烈

こ的
とに

で宗
こ教

の団
よ体
うと

な迪
悲携
劇す
をる

に
入
っ
た
。
主
な
３
項
目
を
療
貴
器
材
支
援
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

紹
介
し
た
い
。
最
初
は
医
療
兵
庫
県
支
部
の
会
員
が
所

機
関
支
援
で
あ
る
。
公
立
志
長
と
な
っ
た
石
巻
串
の
雄

津
川
病
院
に
は
、
足
り
な
い
勝
診
療
所
に
は
包
括
的
支

看
護
師
の
雇
用
費
を
支
援
援
。

し
、
ま
た
夏
、
冬
そ
し
て
春
　
二
つ
目
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
大
槌

と
被
災
し
た
職
員
の
休
養
補
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

充
の
た
め
に
２
週
間
単
位
で
設
立
と
運
営
で
あ
る
・
鰍

の
雇
用
費
を
支
援
し
、
ま
た
夏
、
冬
そ
し
て

春
と
被
災
し
た
職
員
の
休
養
補
充
の
た
め
に

２
週
間
単
位
で
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
。
気

仙
沼
の
猪
苗
代
病
院
に
は
看
護
師
の
就
職
紹

介
と
医
療
資
器
材
支
援
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
兵
庫
県

支
部
の
会
員
が
所
長
と
な
っ
た
石
巻
市
の
雄

勝
診
療
所
に
は
包
括
的
支
援
。

　
二
つ
目
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
大
槌
健
康
サ
ポ
ー
・
ト

者
同
士
の
交
流
の
機
会
を
設
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
考
え

け
た
。
２
０
１
１
年
度
か
ら
て
い
る
。
今
後
も
被
災
地
復

岡
山
経
済
同
友
会
が
実
施
し
興
支
援
３
ヵ
年
計
画
を
続
け

て
い
る
岡
山
か
ら
の
夏
休
み
る
こ
と
に
関
し
て
皆
様
方
の

の
大
学
生
派
濡
の
受
け
皿
と
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
い
し
た
い
。

る
。
　
　
　
　
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
フ
代
表
）

　
三
つ
目
か
東
日
本
大
震
災

セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
運
営
で
あ
る
。
鍼
灸
院

と
集
会
所
で
構
成
。
被
災
地
の
人
た
ち
の
交

流
と
被
災
迫
支
援
の
的
確
な
ニ
ー
ズ
発
掘
と

迅
速
な
支
援
が
目
的
で
あ
る
。
３
人
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
大
槌
ク
ラ
ブ
や
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
高
校
生
会
・
ｍ
大
槌
の
メ
ン
バ
ー
が
活
躍

し
て
い
る
。
被
災
迫
間
交
流
や
相
互
扶
助
も

大
き
な
目
標
で
あ
る
。
３
月
４
日
に
は
大
槌

町
か
ら
5
3
人
が
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
な
ど
を

使
っ
て
気
仙
沼
の
猪
苗
代
病
院
や
商
店
街
を

訪
ね
被
災
者
同
士
の
交
流
の
機
会
を
設
け

た
。
２
０
１
１
年
度
か
ら
岡
山
経
済
同
友
会

が
実
施
し
て
い
る
岡
山
か
ら
の
夏
休
み
の
大

学
生
派
遣
の
受
け
皿
と
し
て
の
機
能
も
果
た

し
て
い
る
。

　
三
つ
目
が
東
日
本
大
震
災
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際

奨
学
金
で
あ
る
。
２
０
１
２
年
３
月
に
は
最

初
の
卒
業
生
が
巣
立
つ
。
彼
ら
の
そ
の
後
を

モ
ニ
タ
ー
し
た
い
。

　
医
療
と
宗
教
の
連
携
は
特
別
な
意
味
が
あ

る
。
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
は
広
範
囲

に
わ
た
っ
た
。
指
定
さ
れ
て
い
る
避
難
所
に

は
医
療
チ
ー
ム
や
救
援
物
資
が
届
い
た
も
の

の
、
3
0
人
か
ら
5
0
人
程
の
小
規
模
な
寺
院
な

ど
の
行
政
指
定
で
な
い
避
難
所
に
は
医
療

チ
ー
ム
も
救
援
物
資
も
届
か
な
い
ケ
ー
ス
が

多
々
あ
っ
た
。
餓
死
者
も
出
た
の
で
は
な
い

か
と
推
察
し
て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
し
て
積

極
的
に
宗
数
団
体
と
連
携
す
る
こ
と
で
こ
の

よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
今
後
も
被
災
地
復
興
支
援
３
ヵ
年

計
画
を
続
け
る
こ
と
に
関
し
て
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
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